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電気雷管及びコンデンサ一式発破器の

設計及び電気発破に就し､ての研究 (机二羽い

(Ll和 :汐 ヰ 10月 1FlJZ:EI)

木 下 四 郎

(JI茶化繋托式台if行lる作で併大工孟宗究JI

弟Ⅲや 芳 井 理 ti

3り 圭として蜘 什■t=よろA!明

3･1- rnB革r{の分1艶を考えT:為台

今或る一定の罷披Si=てTL_束可背の-成一GZ,i発火

させ1_斡 王点火的仰及び電tW 糊 は正親分7TLlをな

して/.～?ツ1て折る.この点火時riiは慢解 糊 の

分thま実用t託生のiuで.土我々のyES!.二よTtは抗 l耳

勿 4田 二速～-=る如く殆L:'革しいので傭 r:.'の分懲

は殆ど零である｡即ち点火t託の餅が昏よれは瓜は時

rulTはT-COnSE _考えて芸 文/1,,､が｢投には点火時

TtZの分七二'～Lt称町何+dLeの分粒はRっている｡打ち点

h5!時間もある分散をもってシると考える-さでも,3｡

この場合の事苅L7)体刑まJoncsLFJにこ1111次の通り

であるd

或る可読伝で屯i(胃管を発火さ･rT=橡合の平均爪火

時ri"e I▲̀･その介他をo･'こし電悦d)坊新平野 WHTを

ILA･その分俄を･U.とうる｡燃即 臣は絶粁学の数える

ところ一二より..収のyt料(この牡合は,.伊の電束TFm

を取り出した時のM 小のBYr印の藍の申eJ田 LWJ-,

九 .私 は q..qAとそれぞれ次の田軌 =ある｡
Tt.-Jj(IU)t'. (3･I)
Tt'EJ･:(U)VA (3･2)

ここにJ.(･り たPtfZ数nとの四線[立正堤分布のもの

t=班一1Tli取組説として故示されて周り11Ml)その四隣

は酌 311譲の瓦りである｡
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二の尊台nnZのt女官管を斉発=せる脚 は Jo-
ne書fミニよrLは

･:(.｡-# 1-蕊 (川

.=表わさLl.ている｡同氏は契Jl蚊:=つき(33)式の右

14

EZJfiけ井し.こhと約3･t栄の-▲こL(r)の田尻,'_/

使用してn偶の花Rrl.,:･7与群発さ-I,-.ニ必零!_L呼埠屯

謙伍,-fまDている｡このBZ主¢ 3･2斯 道qである｡
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これに上り点煙時仰の分倣,='考えT:壕合の船 は113ら

itl二わけであろ｡

次に不発の掩半が小なる】各合 .I-I.I/q(ここにlJは

近田.tは分取を京ナ)を考えT=ときの斉発の掠件を

考えでみる｡
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今.･何のt朱書℡J)点火B相 .t 耶3･3Y{
御 i軒時糊が駄3･Zl軌 二;衣ナ如くJI..-~ ー P

I- I- ,･tそ- - ･と 帝 蕊 ;:n冤 t芸 ･軍 等 ,/q･すると,斉奔する1こねの休符は (chdt) J '.

0.耕 】】ST 15.90 )20

と1Lることは朗らかである｡又 No l o.648 日 57 7.23 0.54
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:-;器 芸.:i ‡芸日 誌 I :_≡ :芸

0733 ふ58 0.7? 2.丘2 Ⅰ2O ZbT

i.lt■ 0751 2.Ⅰ8 0.21 2.22 Ⅰ20

を和る｡ こNiJoTtCS氏が不弗の : -T r -卜. - .

g Th;…誓 ･こ虻- こ式と N.｡ , :: " ミ ≡ ニ:: 悠 ; ::≡
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∴ ■d-_I-::･T･- _ ._ _ 二 1 -;.⊥ 二
九.'=J8台

前Dで述べI=方法 こ上川 f点は時

間に舟tkある恥 の将 を和らttる

が,既:=述べ1こ如く畑 時椛の分散
は実用上11号としてら珪支rLi､と考
えられるので.以下同一tii軌 二村

しては点は時t;n(T)一定と考えて

妾弗の抜件J:E決めて}̂る｡勿虫は火

可読IEが大とTjhはーの 鰍 上中とfJ

ることは既述の通りで.】決るさくft:=

つ･,･ては ' '59■-●tであることも

(zA)式にて漣,tf=通りである｡

今攻る-定のtl敢eLpてty.丁廿

め-侶一四を発火させ1_ときIl火時

矧 i正奴分布nzllしてノ■クツイてい
I-l メ-7 ･̀-JJ- (+ )

る｡今tl伐のt気や恥 ニーEのt班

'i･inじ1=ときのF炊 特仰の丘大別 ､ 節 3･H g)

の荘原をノJとする.然るi卓は斉発の格付乙は一歳に mに鑑三与が切朔さil必甘tL点火屯汝が掛 11..".･ことと

Jl≦T (3･6) 1ごり不発鮒 と1.-ることは明らかである｡故1=

ということに外IJ=らfLいq何とlLhは軒32Lオこ渋い JI/'.≦'/V. (317)

～ が斉発の操作とTLる｡qEl73でfIJちれ1=光政デー5-

:7 をまとめ以下の町井に必要な 丁/叫 を記したもの,iT妨

E 3･3式である｡

:T a ptlr淵卿 は突輸･TflJW r=伊及び Jones長のT

-S-を歩考として只FiNoItこつ,て はZぬ IS.RJL

A 8 C D 科 y･021二つ'て Zil加 l可として和 を斤.I,XIo3

p 3･2 問 につ=ては Joncs艮磯 部住のまま使用し1=Z.この

てJJのJ8合一がJLより小/JJltlL)のものが且火さ ⊥る 筋 〇･■芸より̂ 火t岸と-′･.a)P応をYク7!-_かくこ
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ホ 〇･/一蓑より明らか1_'如

/ Drat(opE氏が斉等畷訟

のむ句●二郎･トサー繁と考え

て1.'二郎 il恥 .王事秀句

取 り相加ととも(:大とTLる

~こ.が･明らかとなつ'=｡こ

D杓廿 土以下迂Jtる如くt

○竹 久t書の荒肝及び菜鼓怒uTD
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+)この抑tJone8攻Dか式 ここる;r拝iAにて節3･2我にWL.したもの

帯3･3EB.1邑iYrfIJる｡

(3･7)式よりp lyq.≦ナノ1.であるからEl邦の18台

では沸3･3加 だ軸はVと同じものである｡′5らlf恭

3･1設=り井守噸 叫の恥 E(V)の阿JJL労って'Llろ

から.筋3･J田D~む217)的 こtIの世を入れれ:iJ2る

徽 DtR廿℡有井火せLrJるこ電する平均n火t誰

を淡め,.JことがIlは る.仇3･-1去D計井拝とはJJtくし

てtul:出田'ぐある｡相 帯No3Jonc8氏の萌を見YL

E1分る如く水方式によるW井釘と Jozlt.8Etの朴3T低

とはよく一致している｡脚Jones氏の朴耳l二:im町で

述べ1=bくd..qÂ/用いて替るが.生者はTq-逮.こ'=

b](屯 空 っ分布と丁の軒係よりafい/こものてもろ.'1.

妨 3･LI強=77.-r遜りJone8民の折井前とよく･-･致し

■こ許す也1-IrjT,托,'こ3)で冊 の考え方 !】qつてい(.''.･
こと･'{斉ナ-,のとP.･え上 う｡これ:土葬声r繋 ▲tECC由

という械:Jmii大1_.る妨合でも鞘 点火tSW .iIT

-/･1-世虎でZII),この確定DT_汚ILら Jone且圧力

如く4..q'･i又つタ.:bのと考,;JL.,｡ 町▲,側 石

を一定L.考えてち琵窒'.いT=め:ニ1rヨして''lる｡狂者

の考え方を粥 とナ書11_'以下泣ぺろ如くモt-.雪甘及び

秦荘左の孟きざー1脚 .=可空と1ごろfT{j･Lある｡

16

軌 ,官.こt購 鼓 二対す

引泣車の考え方を紳 二

枚が .I+_･ら,-JいZl蛮!=特

Li一lA-るのである｡

321 tE暮の積 の庄

平L=つ.･てのす

集tBと点火t

≡!

蚊上 二上り平月煮火t謹

印+,t或められ+.:I,I,監意の

不確D】託等[=ついての湊合

をれ肘する.

巧えは P,(r≧)一〇【刀I

の精分は軟tEet計表11)よ

2 a )0 2O

二重 ≡空竺rTJL 5㌔ j L ≡

fLる酔張がある｡この温 まdLZ.?tCi℡守モモつ'=均

令,L}火等肌 こついてvf,1蚊ろ班上り大と!_一別蒜等が

DCOLであること/Z示している｡岡焼に唯帳切砺時榊

につ1'.てもtpがZqるuJより大 と11,-J話中が0001てあ

ることを元している｡従ってこの穀から付られる不発

の砧利 よ(000り】ということに/Lる｡故に郎 33回の

右fWのm ;IJ',(･q≧)-10∞1に相当する外を目盛れ

はFffybI,拭tYNo℡,7輔lh'D3.=ついて不語の

托串 ZO-AlLるJ8台の11火t津々79ることが弘毅る｡

この垣を恭コIii彰.ニ併記一T=.住ま,D不発の註祥･二つ

いての挺:三同じ手法.=よりまめ･'.,れる｡

L-1Lt'二二り貰発信訟とともにEZ界t謙571ノ上昇する

ことがかつT=.tt恭31洪7)Sまで;主現三党扶田を位Ifl

LT=とき何信のTBbt耳管を発火こせfrlるへ.主脚 ●=は

分ちlJ.''､｡何と'_'LH_l点火tiS-1貰発句扱乙とも(=変

化するので,jlT rわれたか､4点火rJ.淀を･･lSTソ人T

として計井する如き方法:よ?.LrfJ上.土とも■Lく出 的:二

は汲 菜であるJ,､らである●E =点火缶.?栂 を月l=
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し''=二年の宅.<～.富野を何-づき鼓監て発火させ1=とき,

どちらが3畝摂 可位である+Jl.二王 ､ではyI分りJBく

なる｡F こかくの如く点火苛Jl初治を見 こし'=T=桝 二

幸約 二一苛を与,-_J乙の.三岳可J_,-_EE芋であるか こ

至って.ま仝野分らl'L.-Lけである,

33)泣与t書E任用した■書のJR大1如 点

弧 17)可丘をFとし,電yAl.管,才一･偶のt輔故抗

をr,tg.TE官の榔 抗争P,母相7)鞍抗をJJ_と

し直5E徹を,.とする｡その時の泣逓増汝を･とする

と

T ･ト(r+J･-)+Jt■I (38)

となるE.今一恥 W _A,2位',I-在の℡欠℡℡即ち

r及びJlは一定の/uのを併用し母横が三抗 JL../i,一定と

すると(38)式より或る日に対する.の班を戒めるこ

とがLil来る｡然らば ･と,･との現鮒まホ〇･3En=入rt

ることは可'7EIEL-1けで約33EZZI)曲繰//別 uる｡この

由無は1- 35が～ト(即ち乃官印l喋 純 良芯の鮎

措正圧)〟/L'のを班つ1=伶合てる,:郡〇･3瓦.二郎 ･

て巴叫･l'巴RJZとDu .一三その7u t･に用LT=とき

の茶菓gUYr事ご;茨)'+ここ.=T_･る｡JDtノそのf:点よ

りtJJ･大なる書き.二は魚火にこき雪JL可最J.tモミhないの

で不発とlLることはmちかである,茄3･4回▲二よりこ

TE〇･4 詞の

開城を悦のする｡二つの曲事如)交I'L(lr)より大TLる弘 内えは .tlのとき 1監禁より界火.こ必ず1_r

可泣fFTI,1円る.又IL芸
妓よりこの芳良問 でこの宅崇のときは rl'Ll,Lまれ

{= ･ことJ}分る｡Et,不売脚とJ'=ることは明らかであ

る｡隼 3･3tEこ上るとWゴlJIを牡旧し◆･ときつ

現男手考等,tに芸.三次の如く一○●筋 34炎一茄 3･

5茨より lones丘の月い r=t穴甘℡即ち英田DK鮒 .

Jものと慰撫引1ろLのが業外斉発 17

古戟 'k l3l G/: :L'
-_

｣鼓の少いことが分る｡この悶 は妨11糊 す

ることにする｡34J P 井 zI的可読田廿の瓜火エールギー

と点火時間のrFlには油送の (I･1)式切ら●L1--1+BJなる阿環が上巳立すること

は JorLC9氏により現姐的並び

に契】伽 にFl望され又Ⅱ砦も酌1

れ こ述べT=LIE取で構想LTこ.文瓜火打榊 の平均岨とそ

の8坤L虹 の肌 こは(ト1)刻 Jらq.-LIEなるEy侍が

放立することを迷- T=｡従って(1･l)及び(]･ヰ)式よりI

11,-V.β+JJ (3･9)ここに

p-｣6- (310)を19ろo

r.B.Llはrg-確言のt朱書甘.=ついては一定でbる｡!整って Llと1'4.とはtW 任を

なすぺeであろ｡(3･9)式を変形してLlう - , (

3･‖)･-､短 小 (叫 ′こ

こに E- LllrT

(3･I2)71Li

lZ/, (3)3)を和る

oJIPf,(〇･日)′式は那3･3瓦の .と'/U.の曲はそ掛け 式である｡一方か 3･】裂よりhと I.【tp)め

甜騒がかつているが.この国雄を並式で交わされh.E

(3･II)式とから斉斉唱放nと平均瓜火屯談班 ･と
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転 二

ムJJy

姉316 回

Llr
勺へ】一郎317

的 3欄 (I.E還 ある｡然しこのままで.土仕

丁77tLlJご+_-､ので狩JfLf".E(A)のERCyr近地 .二,1ミめる

ことをFUI次の如き四岳を求め1=｡即ち解 3･)光 二より･･と J･.(I)の′タ

フ,}かくと草 3･SEZTを柑る.このE.盛

m̂ 化する24ふとして JI(r)と lop Cの罪障J't求めると
茄3･bLA･}7'Jる｡こilで大分篠 .I汝づいたわけであるJ,tit_

】08(log..).IosTI(r)の田島を作つ'=のが

妨3･TEでもろ｡さてホ317ES,主近Jra盟.=蛸 と見放して甚支(_'い.この荘Ⅰままは次式で

ヲ…E)盲Ilること[=lLる.PPちlogr.Tr)A

-0･4叩+0･710耳(Ⅰ喝･) (31叫又二王 E(T)-3

09](Iqr･)●: ･･(3ltS)5'･杢正式である.こそ.'71とI.(I)の河与む上

長式こして表わされf=わけである■∈てこの(3)5)式

よりまわ1.:J･I(V)とZ:伊沢.こ表わr_[=Giとは打経の鎧.tt上るかẐ洩め(=のかれ 3･占糞

である｡(ホ 3･]安さJqd)ことJEfJち爽用燕象れ ･ 5- EK)仕では(3･:5)1ごろだIFl

式で充分であるとして益友ArLかろう.'伏らは(31

15)式を(3･ll)式の r/V.に代入してL1-3.09

tlZog■)●;(+可 (31Zb)を柑る

｡この式は茶畑 巾とqZJt:臥界瓜火可読ロ ーの腐保を託すー政夫である｡ i 'Itこ(3

]2)(3]3)式を代入すhlSlh 309[(lo即)d~̂q/,-+ll

/{ (a)6)∫';Lttlも.屯鼓す℡の特性位 ･

t,〟.-.-.ILは栄光l可偲であるから(316)'

式よr)平嘩nPFfJl火t託 偵 ･と斉発LW･との四辞はJ

件 出耳…る｡こh上りgEIT前 lpITEg式如t=求めた妨 34

架の洪封 X'oI.>'02につ1.ての平均

点火t班位と斉発拙 DDV経がa僻 .二次められることにtLる.抑

料7103こっち､てtD計井rz行う.二は窮 rllb)式即ち ナ叫 59

--- のWを(31)bJ′に代入して柑二

･2 叫 1｡gq)･;丁 嘉 十),I (- )-･-2PT許す川

よ恭34談の卯判h.03についての)的 点火宅配班と斉発促鞍のENEfは計井で攻められることに

fS3ld

aT< Icc EOCO了 ∵ . .∫).岬 2.059 2,326 3,078 3.735(I,84)) (2.ZLib) 2
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なる｡

次に(3･I6)′と(a･B)式よい せれ去して安瓜軸

のIlち■につP,.Tのものをまわ書.;i.Z2ろt正を虻つ

Tことさの柵 汲界硬 .･が求められることにILる.今

掛 D/.:めに(3･8)式のD及びn_そSFとして可稚証

牙:;つい{のみ考えることこする.,すると.

･･, + ,(I卿 )L号 x3･0糾 n,Bi ,3･.7)

fz村石.

この式の r.r.メ.-.B.qは何れも矢花Z=より究め

られることは那 1才I=述へた逸りであるから●･も刑.罪

出来ろことに1.･ろ｡邪 -1.)).r.q.-につr･.てIi酌Ⅳ

十で述-ることI=する｡

又醐 偲故を多くする′こめL=は即ちri]一花出を収)目

して'tを大･こするI=は,左辺 rJは一撃1こので ･'trtJ･

k.rは小で'が大なることが必耕 作とfLる｡

抑 flNo1L-_ついて妨l暮でflJlこ即 と恭 111袋

拡3･3群の .1 0･0029Joule.lZ-OC?JonEESeC･

,_12⊂1. T-D.OOl脱 亡. 〟-OOTbなる較班を用'･t

l'_35dLJt_トにつ-て(3･17)弐を川..;け■すると 九

一40と(.･りダ‥ より肘 二位,FDち恭3･Sitドolの

ほとよく一宏IL,て -る.

岬ち畑 の計拝はTタフで充分であるが (3117)式

そZS斗LT=巨策.王蕪村 tにガ■々与える凶手が何

であるかな知るあであっ,た｡そしてそのal手は J･B･

,.q.rであることが朗らかとIJつI=｡従って駁 胃

管の丑Ifi,行う船 名渠特性の面J･-ら考薪するとelま

如何1LるEp -を考.1】lほよいかが判明LTJ,けで･従

架姐 並びI=失政Iz遊環として抄つ1=雛 が筋頭引l

ることにfLるわけである｡

那 18 電気雷管の特性麦表わす中田

.1,Ji.r,LY,Tについて

前書,=艮I･て句朱胃管の発火特性.二歩書を与える平

田は .1.IL,I.q,..であることが刊ylLIこ｡故r=花泉

日 :I:~:: .∵ 二 ∵ 悠 ;‥::

に琵けする牛舎=必要となるわけである｡拝言すれzi

■ 三:㌶ 慧 芸 :慧 悪 書三三警 ‡::慧
わけてあるB

4I) 4:=つ.･で及び瓜火茄の発火温ま●二つ',､て

.JIiホ l寺 ()･5)式'ニ辻へ'=る如く宅叫･ニ仔汚帥

る三ネル<-を焚わし

19

.I-0(r-Tゥ) (卜5)

と較わされるt,Olit昭の恭F:丑で次式Ir表わさ11る

Lt暁の良さ

I.:t=JtJT)Ff甘
d:て堤の放言
l屯椛の比杜

である｡

今罪科hlolについて(15)及U(/'･1)式をm'..て

点火粟の発火温度を計芳しでみるoI I blXtO~Tm .

a-Il9)てlo-bTtl.･LL84,A-Oz2より

0- )98×10~b V'C をfTJる｡

さてJlは郡 目 穴より0.00VJollIcであるからcn)

(=郷 するとJl-O b9xlOlkL】となる｡従って(】5)

式より 'L'-rJF348°Cをfluろ｡即ち 1o-2O.Cとす

ると 1'-3W◆CとtLろ.出だ雌 の発火位はiU蟻

I:山村のものでTLくtl火実の& 正鵠迩JE,宇宿の桝

や■こより見ることti.Eく知られて',.る証T)であるけI｡

412) Dについて

Dはt甘1りの蚊 失fL表わす功であることはm LL

a)逗T)であるが,これは書付の末詔へ遠げるtuの(ez'd

eq∝t)と桁 へ逮げろもの fh..enleF∝t)に分け

ちtlる｡

先づ来港へ遠.JfるものJ:つ'､て考えて,ら,lJ'Jn q

の中央丑仙ユ火難の発火点rl=返 し1=恥合もtrlの開

港力泳匿.iJt事こP温度 r.という伝定をするdtほっ

果臣蒋串 ,-t 入',附 を Aとすれほ畔仰 jT･七

輔の概 -透ける拙 IIは次式で栽わ引1るo

JL 2叩 半 4̂Laヱ 許 (4･2)

2

然し甘句の中共部分では点さの方川-の温度勾ZtZは

長めて小でい叫 又7(太市官の屯舘では長さは耶 1.I

比較すると砧めて大であるから(i2)式の良立LlLい

部分が大部分とTLる｡従って LJi･2)式が蚊立する部分

a)屯肝の其さL'はi宅稚 二近い良く垣い罫分とr･'うこと

に･}ろ.従って乗除の屯>-1雪廿.二つ'.･てほJoneS氏

の芝ぺている通り火姥への掛 矢は唱法の断面統一前

巨i汚,点火兼の粟火道長一ETLら.r三宅ほのBは L二は

蕪辞係で一定として笠支[=･｡

次▲ニ何iiへの掛 矢:=つ.て考えてみる｡Jき畑 を

JL6LT=ttÎZ稚.=社角:二相 LT=反正第 ･t･)にを考

えろ｡7Eqより瓜火;ISに埠榔 r=移故する更JLlは

杖 で鼓わ∈LtるIT)l卯｡

-I
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'-i -諾 ' (叫
-Jl前

ここに

J･L=÷(A-dL)

Jl2-IllJ■■.- ~ ｢
2310持

.ll-2dLL

Aチ-ZdJ

でありdl

は屯牧の従籍49は点火三のin ,Jlはぜ凍D浜

雪印.･l'ほ点火言の去面臥 Lは℡雄の長さ.生'は屯tlの汲圧.T.は放火三の外面の温度を丑

わし点知力温度と同一とする｡ 又 Aまは T.r'TIEの魚火

藁の乎糠 伝l■串を設わしている｡uって(i3)式は

._(r一二鎚三方JA･〇･ユ･q::
:とfLり℡鯨か荘珪 Jl,点火王のiE援 d=,点火集

の発火温度 (r-r.)及び脚 '̂が一定fLら

EIII:Jt併する匝となる.那.,･'-'ri等
'= (叫<疋けは さてこのdは官椎の荘圧

,丑3時のバケツヰ,爪火三と屯傍との策触状況のバ

ケツ十時のせ田:-_よT)支配∈れる位であるC

45) zIL=ついて丁は窮 †サ第 1m:=述

べ1=る如くLiは時間を未わしている｡JE.二途-;=如くt確:=苛茂か謙れると或る時

ruT境に庶火難が発火するが.この時

.i王Tl官廿は捷美しないで

J2る時限EJrLてから解 する.この点火繋が秀火してから捷莞

する迄の時間争点脚 と碁して屠る｡従って戊は時間を王寺する辛EElのうJ'.,農大なもの

は鵬 の野 であろう.又点火三の大きさ,コーチ ンYの有無及びその特怨も影事を及ぼす事国であろう｡

文点火三と齢 の国■も点排的肌こ彰書を与える｡即

ちヂこい'y･/ブrJシソ象を点火三として,瓜火王と僻 の在学を変化させ1=

ときの屯脚 時間(～)の也は次の選り

IPあっ'た.,P4･

t衣二･::.丁･ppi.･I.:'｢ 二二｢T
t･21㌃l忘又点火qZ渡田が大とIJ.-ち(=従い一の跡 主小とTLること

はホ Ⅰ耳に述べた通りであり.JZEるPE軌こついてはそI-JL (45) の節操は 7-]

59･JM であることは庇1こ述べた｡となる｡従って(Ltl2)式及び(45)式

到陳合してBE,IT+IE (<･6)･'Z7TJる｡ 第Vや 斉売発火感皮を表わす特性についで78気雷辞による発破

とgl火騒け常軌 こJ:る発畝とを即ち蝉位脚 rl当り旬楠から失われる魚

故は同橋の長 比較すると引土合tEの刊点,欠l'lが数えられるが.冗否!=魚卵除fL功と長さ

に比銑するgZと(=分けられる｡ 民声故の特長の一つとして多赦頻 鼓々を安全碓罪に4･3)

rについて 行えると',,う利点がある｡qZ喋の点さをl,聯市1

HzをU,比怒抗 をpとすれは 故に現先仰せを駁即する砂缶はなるべく亮異姓のよ宣 (4･7' い三言三㍍ …器

三品 したとき痢 惚 れと J.と繋わ芸れる｡ B.,,q.-との跳 7tは崇 (,完 ;三孟ぺ,こ如く

,一- ,(･og･,｡7-'la- L･nl,I, (3",V.-AJ (Zl

) で袈わされることを約1軌 こ加 で 辻ぺ'=｡てありV.ほ乳火書流一定の時の爪火時間の軽準盤昌 Elに可涼l'を一位とLI
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∫T′2-prr'(′r-'r｡)

(一柳 警 ×- Ali･苛〉
(5･1)

をはるt,これで紫苑†唱放I▲とF'(火薬の発火軋変 (rJT-

TB),点火時帆 こ辞床ある常数 Q.点は棚 丁.t疎

の雌 抗 p.長さL.兄正一L,比勲1.怖 餅a(TE姪
Lt)).脚 )̂.]'L火某の附 半 Î及び点火三の

了Zl世 (I7時との帝保が東められlこことにtLる｡

今思恥 )比択抗 p.此正 ′. 比熱 1,野面統d(荘托

ILL)附 軍 人J及び点火玉の艦怪J,が同一の落合に

T=ちJ:いかが剛潤となる｡

Ⅶ軟tF管一個を発火させるに唄うる正すルイー(I:)

はE-･l+IILで封わされ,そのグタフは酌 19【詔の如

くなることは肘 の通りである｡さて次に75軟耳管-

LEのYlff抵抗を.'とすると川8r恥=I1Lるi=流が供給

する王ネri-ギーはt)TJである｡この同省の別鎌をグク

7に率い1こものが部6･l国である｡さて上Z=漣へ1=泉

銘即ち0,51ソ^Tの同紙で発火するということは

J･1-･Jl十L1-なるql穴!?甘の馴 瓜火正す7L･ギーを教わ

つP.､てrS1)式を考漢ナると

r'̂''In]('J'-r+)

(A-,,zoq･,-字+小 可 (5･", I

,崇 ,誌 三言& '̂& 霊̂ 宝:ti 'i讐 である淵 こ 1
り 爪火背の禿火瓜('r)が搾くその粁伝言正等入,の

小なるもの f'rJは5(温)

IL)点火時riFlの摂碑低連と1的 点火時rin:開床ある

常ELl･の小なるもの

lll)f鳩 時州 (T)の火lLるもの

lV)甘柿の真言 (I)の軌 ･もの

を使用すれば耗桔偶数,Lを大にすることが出来ること

が分つFこ｡この蝕梨は哉/Tが記銘四竹を鑑馳 苛L=腎汁

して思ったときの相 と大体一致する拍爪である｡

然LJ三し上の掛 軸)うち屯確の1号さJはfiZかけilは長

い掛1いかというとそ?ではない.BJ)ち屯朱胃管は茸

罪鑑政のふ[:注目して㌫】汁出来なP,､

わけで草書で述べる燦 火々感度も
考正しなければならないからであ
る｡

弟Ⅵ辛 斗尭尭火惑ZEを
表わす特性について

妨V辛では糊 E3[数の搬F'･から

1.ll.a,･,I.時の旅件を考載Ll=

Iもql気関守は主機 でu!Jtlする場合も

廊めて多いので充分fJるl僻 火感

箆をA的していなけれはfLらない Q

即ち例えはO'57ソJtTのTE流にて

発火ナ-きことと'.1つた銀IJ淡綿に

合格するには如何なる節付を?辞足し



170 ェヰ火 背 も 食 思 軒 15を 那 3ft

tT=>Jl

とIALる凸こjlに r-pLJl-II+II帥 大して計井ナ

h._I

･,.,i:I_, .(〇･｡

をiuる.BP't恥 長さIは (6･1)式の右辺よりb貞

くfLけrt三牌 々火不抜とTl･るわけである.

例えは革3･3東lこ述べT=拭t?NoELiぴN02につ

Lて 04571ン'̂ Ta)職 火々盛雄 格を所見するかど

･)かẐ柑 してみる.,忘髄 抗か帖 .ヱ士OII-Jt

であるから安中抵抗伝は試FLNozで 】OSオーム.3;t

瀬N02でDL,l十一Ltとなる｡1川J.,･)′のtZLは郎料

NoLでD･2りot･l色IBec.欝flNo2leo13JotJ]e/tleCと

tJ.Lる｡然るに堺1･ヰ朱から河村YOIのJ7はO.CPJotl]d

8cc.lY02は〇･lOJoulesecであろかr;紙料X'01は

X-o･21り順 火々法定良好JJ..ることを77;している｡

PPt,これらの四喋をYラフにすれほ坊 6･2EgとlLり.

No】は 2研一Bで発火し,y02は Bim9で発火するこ

とft示して･､る,ぶち_q封X'02.こ槻 々火星空と,

こと'(示して.-ろE,

このことは茄 t珊 2E:E:送へ1=如く英胃の代滋的

屯欠胃管とI三芯されるものが顎機 が少,･のは単

辛+火丘真二充分TLる考三･'(はらつ'=J･_めてあろう｡

JDt,舛科2102の色気言軌 主事殆々火盛禁の入L̂Fa】上

言せんとするRE&的成邪JJLら生み出され[=ものであ

r)IZP男々火特性は全然考す ごFlてP.'Lかつ,'>ので蝉
月''火広璽弧絡 Lして ｢045- y^一夕連tして発火

するこtJと.､う伽 をせ浪紬 石仏合には不合柊と

1.-るJ桝 Tが蛋ずるわけである.

第11lt 迷走屯流に対す 古史仝1生

肪l冊 で述べ/油 く電気町L'は鴫 々火広軌 充分

でなけItは･'-らfL'.､が,点 りLP花 火々広丘を良くする

と泣虫t折1~上り発火する位FA性が生ずる.

m PonlBhBt吋 Ha･,dbookm によれは送変電

iL_;ま''池･椛 七,変圧tl等の可正から切 を伝っ

て ~9-･TKtT申-漁 り111二ti勤ま必ず何等かの方

故･二上りまたIL'とので正 二戻るものであり,これらの

i結.まト ブJ･.切 放.=プ也 ･ら把■さhT=事件のJZ告

も り.Zy/-みの諾.二大軌 ･ち妃*∈hて,･な.･場

合 J･ある亡亡.がの4;合でも馳 l寒い時.上端 馳D

Jm と._Lるが.技者つ湊合'●3iB;t淀の主帖 ,1なる

と辻 -1= ､ろ そしてV-'･.Jl'ィデ,見守,堆石等

のrLZ'ニD･157ソ^~.015乃至0-3JFJt小出上のI戎

花床が枚簸引 tろことがあるそうであ る.ql性急誇)I,

革の実粘 .こ上h.'文金牧 山 こ丑.てLEjtl充によれ

は正体の胎近てlit圧ea)三一ガル rEIBE,モ虎 トー

301プT y^T組 .そt▲以外のところてはfE馬鎗十

乃至2m ミJがJt･I粒度,句鼓0-a)197ソ^ナIで

丘の止成句馳 J,ti'ることを取立されて.る｡

淡 t鮒 劫も巾Eiされて居 り.Crlえは DtJPozlt

-̀rktccトA-hlctcrr't,その一つである｡

RJEのJISL=は弧 線 =対する鮎 は熟 ･か細

の舶 '7)ではO18Tこ.▲71の屯誰で5分rHl内 二伊井

LfLいこととfJつてAtり,末書細 i:A:hliO2Ty^

Tの市流で5brr的 に僻 しないこととTj:つている｡

さて以上の血さu fTE波に対する軸 はbTluJILるITl

件を併し1こ屯気筒'廿に艮 ･̀て可能でa)るかほ従来何時

瑚∬ ').-一究朗されてZEらず.1=ll突放 二上って恥 ･)て

昏つ1=程度で&古｡地裁 よこのKLi,>次の如く軌 ･).i

今mえは02Ty^7Lの取 こて焚火し.なl､ことと

いうことを考えてみる｡こilはillWE勿b･2托:=庚.､て

I- ･l+JJlI_rる蛸 と L.-tlI-0.=I,_･,-.tm ･,LJ21

LJら'Lけfl.ほ上 ､̀わけであり.こa)P蜂 は石6･2Eg.二
瓜なで7訳してある｡1わらこれらのL丘綴.まJ.- I+BEの

iW と交わら1.'･･ので生起駁 こ対して.▲肘 とも安

全である.,

鰍 には節11漁で辻ぺ1=と全く同じ考^方でよい

わけであり,不屯Llの向きだけが反 対とT..･わはよい,

Rpろ

･.～くJJ

が虫酸屯読 (･･)(=対して安全である件件と･Lる.
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